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幼児の会話について，語彙分析（高櫻 2008，森山他 2012 など）や，発話機能の分析によ
る会話展開の検討（小坂 2001）など，様々な観点から研究が行われているが，幼児の会話
に関する脱文脈化の観点からの分析は管見の限り行われていない。 





















（Corpus of Everyday Japanese Conversation, CEJC）のうち 2018 年 12 月に公開したモニター
版（小磯 2019）の中から，０〜４歳の未就学の女児（カオちゃん1）の家庭における両親と






















   発話機能 




   現象定位 
   現在 
過去 
未来 
仮定    非習慣的 
一時的 
習慣的 




















状況外 [9]報告 [13]説明 [10]状況外 
回想 [11]予測 [12]推量 
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図 1．修辞機能と脱文脈化指数3 





















(4) カツ食べて ご飯食べて お味噌汁も飲むの。 
(5) ちゃんとご飯食べないと(U ぴっかん)だよ？。 
 
２.２.２  発話機能の認定 
分析対象を確認した後，発話機能の認定を行う。発話機能は，表 2 に示したように，「提

























表 2  発話機能 (Halliday & Matthiessen 2004: 107) 
role in exchange commodity exchanged (a)goods & service (b)information 
(i)giving “offer” would you like this teapot? 
“statement” 
he’s giving her the teapot 
(ii)demanding “command” give me that teapot! 
“question” 
what is he giving her? 










のメッセージを用いて判断する場合もある。中核要素の分類を図 3 に示す。 
 




図 3  中核要素の分類(佐野・小磯 2011) 
図 4  現象定位の分類（佐野・小磯 2011 を加筆修正） 
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 時間的な位置を特定する。現象定位の分類を図 4 に示す。 
 
























(10) 食べてみて？。【提言 → [1]行動】7 
(11) ちゃんとお茶碗持ってね？。【提言 → [1]行動】 
(12) カツおいしいよ？。【命題，状況内;非参加，現在;非習慣・一時的 → [2]実況】  
 
6 以下，本文中では修辞機能は「」で示し，脱文脈化指数は[ ]で示す。 















(13) どうぞできたんだよね？。【命題，状況内;参加，過去 → [3]状況内回想】 








(15) ［作例］（カオちゃんは）新しいおもちゃを見たよ。【命題，状況内;参加，過去 → 
[3]状況内回想】 

















(18) 月曜日って花園児童館混むの？。【命題，状況外，現在;習慣的・恒久 → [13]説明】 


















(21) パパのお箸とかないよ？。【命題，状況内;非参加，現在;習慣的・恒久 → [8]観測】 

















(25) それって XXXXX ってゆうんだって。【命題，状況内;非参加，現在;習慣的・恒久 → 
[8]観測】 









(27) おいちーね。【命題，状況内;非参加，現在;非習慣・一時的 → [2]実況】 
(28) 牛乳お代わり。【提言 → [1]行動】 
(29) ううん。【メッセージの種類が「位置付け」のため，認定対象外】 
(30) ご飯を進めて。【提言 → [1]行動】 
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 (31) デザートにシュークリームを食べれ 食べるんだ。【命題，状況内;参加，未来;意図的 
→ [4]計画】 
 
図 6 は，データの後半の 4 分弱程度の会話部分である。 
50 秒強の沈黙の後，幼児の「パパ」と父親の「しょっぱい」がほぼ同時に発話され，さら
に 10 秒程度沈黙があった後，幼児の(32)の発話がある。 
 
(32) カオちゃんは枯れてるみたいに見えるけど。【命題，状況内;参加，現在;非習慣・一時








的 → [2]実況】 
 
 








的 → [2.実況】 
(35) それはそうじゃない。【命題，状況外，現在;習慣的・恒久 → [13]説明】 





























【埋め込み節：命題，状況内;参加，過去 → [3]状況内回想， 











(40) 今日はしたんだから。【命題，状況内;参加，過去 → 03.状況内回想】 
(41) そんなわけないってゆってるから。【命題，状況内;参加，現在;非習慣・一時的 →02.
実況】 
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